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ヒトパレコウイルス3型（HPeV3) 
 

•1999年に愛知県内で発熱、胃腸炎症状、一過性下
肢麻痺症状を呈した1歳の糞便検体から分離(A308-
99株：論文発表は2004年）。 
 
•その後、胃腸炎、呼吸器疾患、発疹症、無菌性髄膜
炎、などの小児患者から検出されている。 
 
•特に、新生児の敗血症、乳児突然死症候群、脳炎な
どの報告が多い。 
 
⇒小児における病原性については報告があるが、成
人の病気との関連については報告がない。 

【背景】 



2008年の成人筋痛症の地域流行 

発生時期 
  2008年6月-7月（1名は8月） 
 

0 5 10 15 20

女

男 15

7

性別 

年齢別 

0 5 10 15

60-

50-

40-

30-

20- 4
13

3
1

1

子育て 
世代に 
多い？ 



2008年の成人筋痛症の地域流行 

臨床症状 
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⇒臨床診断（神経内科）は流行性筋痛症 



HPeV3は、小児の病気のみならず、成人の
筋痛症の原因ウイルスとしても認識する必要
がある。 

（2012年10月31日読売新聞山形版） （米国疾病対策ゼンター英文雑誌2012年11月号） 



小児におけるウイルス感染症サーベイランス 
と症候群（HPeV3流行性筋痛症）サーベイランス 
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（臨床神経学57:485-491,2017) 

(Epidemiol Infect. 144:1286-90,2016) 

（J Clin Virol. 58:188-93,2013) 

(Emerg Infect Dis. 18:1787-93,2012) 



【目的】 
 HPeV3は新しいウイルスであり、10年以上の 
長期にわたる疫学研究がほとんどなされていない。 
  
 そこで、2003年*から2016年に山形で検出した 
ウイルスの分子疫学的解析を進め、特に臨床症状 
（特に筋痛症）と遺伝子型の関連性を比較すること 
を目的とした。 
 ⇒筋痛症をおこしやすいウイルスがあるのか？ 
  
また、日本株と外国株との異同を検討した。 
 ⇒日本株と外国株に違いがあるのか？ 

*2003年-2004年の未同定株の中にもHPeV3があることがわかった 



【方法】 
 2003年から2016年までに検出されたHPeV3株 
123株のVP1領域について、配列を決定し、 
Neighbor-joining法により系統樹解析を実施した。 



Nucleotide 

  2003-2004 2008 2011 1763 and 1765 2014 2016 

2003-2004 (6 strains) 99-100 96-97 95-96 96 96-97 95-96 

2008 (12 strains)   99-100 94-95 96 98-99 94 

2011 (53 strains) 98-100 93-94 94-95 97-98 

1763- and 1765-Yamagata-2011 (2 
strains) 

      100 96 94 

2014 (15 strains) 99-100 94 

2016 (35 strains)           99-100 

Amino acid 

  2003-2004 2008 2011 1763 and 1765 2014 2016 

2003-2004 (6 strains) 100 99-100 97-98 99 100 98-99 

2008 (12 strains)   99-100 96-97 98-99 99-100 98-99 

2011 (53 strains) 99-100 97-98 97-98 97-98 

1763- and 1765-Yamagata-2011 (2 
strains) 

      100 99 98-99 

2014 (15 strains) 100 98-99 

2016 (35 strains)           99-100 

VP1 nucleotide sequence identity of at least 75% (85% aa identity) between an isolate is serotypically identical 
to the prototype. (Field’s Virology 5th ed, p842) 

HPeV3山形株間の相同性 
【結果】 



【結果と考察】 HPeV3のVP1による 
系統樹解析 

• 大きく２つのクラスター 
に分かれる 
   2003-04,2008,2014年株 
 2011年,2016年株 
  (ただし2011年の2株を除く） 
 
• クラスターにかかわらず 
筋痛症（○）とよくみられる 
小児感染症（●）をおこす 
 
• 日本の株に近い株が 
世界各地から報告されている 
 
⇒日本以外にも筋痛症 
はあるのではないか？ 

米国株 

台湾株 

英国株 

タイ株 

(J.Med.Microbiol.68:424-428,2019) 

We consider that PeVA3-associated myalgia/myositis may occur, not only in Japan, but also  
in other countries, as closely related PeV-A3 strains have been circulating around the world. 

フランス株 





HPeV3による筋痛症発生状況（2016年まで） 



外国からの報告はまだない 
(2020年1月27日現在） 
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